
 
 

令和８年５月２６日 

国土交通省関東地方整備局 

国営昭和記念公園事務所 

 

東京、埼玉、神奈川所在の４国営公園等の整備･管理について 

～令和８年度 国営昭和記念公園事務所の事業概要～ 

 

 令和８年度における国営昭和記念公園事務所の事業内容（国営昭和記念公園、国営武蔵丘

陵森林公園、国営東京臨海広域防災公園、明治記念大磯邸園）をお知らせいたします。 

 

 

 詳細は、次頁以降の事業概要資料をご覧下さい。 

＜発表記者クラブ＞  

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、都庁記者クラブ、立川市政記者クラブ、埼玉県政記者クラブ、 

神奈川県政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 国営昭和記念公園事務所 

【全体】 

副所長 沼澤（ぬまざわ） 

    電話：０４２－５２４－１５１６ FAX：０４２－５２６－１４６６ 

 

【各公園の事業概要について】 

＜国営昭和記念公園＞ 

調査設計課長 片桐（かたぎり） 

電話：０４２－５２４－１０８９ FAX：０４２－５２６－１４６６ 

＜国営武蔵丘陵森林公園＞ 

国営武蔵丘陵森林公園出張所長 近田（ちかた） 

電話：０４９３－５７－２１１５ FAX：０４９３－５６－５３７７ 

＜国営東京臨海広域防災公園＞ 

地域防災調整官 阿部（あべ） 

電話：０３－３５２９－２１７１ FAX：０３－３５２９－２１７３ 

＜明治記念大磯邸園＞ 

事業対策官 黒澤（くろさわ） 

電話：０４６３－７９－８７００ FAX：０４６３－７９－８７０１ 

 

 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                 

 

 

 

 

国営武蔵丘陵森林公園 

国営昭和記念公園 

国営東京臨海広域防災公園 

国営昭和記念公園事務所の所管公園等 

KeyMap 

明治記念大磯邸園 

注：計数は、それぞれ四捨五入しているため端数において合計と一致しない場合があります。 

整備費 維持管理費 営繕宿舎費 計

国営昭和記念公園 681 1,304 0 1,985

国営武蔵丘陵森林公園 138 1,027 3 1,168

国営東京臨海広域防災公園 0 237 0 237

明治記念大磯邸園 1,857 0 5 1,862

計 2,676 2,568 8 5,252

Ｒ８年度事業費(百万円)
名　　　　　称



 
 

国営昭和記念公園（東京都立川市・昭島市） 
 

 
１．公園概要 

本公園は、昭和天皇御在位五十年記念事業として、昭和５４年１１月の閣議決定に

より整備を進めているロ号国営公園です。昭和５５年から事業に着手し、昭和５８年

１０月に第１期開園し、計画面積約１８０．１haのうち、約１６９．４haを供用して

います。さらに、開園から42年が経過し、施設の老朽化を含め、本公園を取り巻く状

況の変化に対応するため、現在、昭島口周辺エリアの再整備を進めています。 

年間入園者数については、コロナ禍以前は例年４００万人前後のところ、コロナ禍

以降、令和２年度は約１７９万人まで減少しましたが、令和７年度は約３８０万人と

回復傾向になっています。 

 

２．事業概要 

① 老朽化した園内のインフラ設備の更新を行います。 

② 老朽化したプールの解体・撤去工事を引き続き行います。 

③ 「国営昭和記念公園昭島口周辺エリア再整備・管理運営事業」の公募に向けた

取り組みを進めます。    出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）白地図を加工して作成 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【事業予定箇所】 

：未開園区域 

【昭島口周辺エリア】 

・プール解体・撤去工事 

・「国営昭和記念公園昭島口周辺

エリア再整備・管理運営事業」

公募に向けた取り組み 
プール 

国営昭和記念公園 



 

 
国営武蔵丘陵森林公園（埼玉県比企郡滑川町・熊谷市） 

 

 

１．公園概要 

本公園は、明治百年記念事業の一環として、自然を失いつつある都市の住民が緑を通

じて人間性を回復する場を確保するため整備された、全国で初めての国営公園（ロ号）

です。昭和４３年度から事業に着手し、昭和４９年度に概成開園し、約３０４ｈａの全

園を供用しました。年間入園者数は、令和７年度は約７０万人となりました。 

 
 

２． 事業概要 

① 社会の変化や利用者ニーズを踏まえ、効率的な維持管理のあり方を検討します。 

 

② 公園利用者の安全確保のため、園内の枯損木伐採

を行います。 

 

③ 老朽化した施設の更新を行います。 

 

④ 入園管理システムの更新を行い、キャッシュレス

化を進めます。 

 

 

 
                   出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）白地図を加工して作成 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                        

 

【事業予定箇所】 園内全体 

国営武蔵丘陵森林公園 



 

 
国営東京臨海広域防災公園（東京都江東区） 

 

 
１．公園概要 

本公園は､都市再生プロジェクト第 1 次決定の一環として、平成１６年 1 月に決定  

された「東京湾臨海部基幹的防災拠点整備基本計画」に基づき整備されたイ号国営公園

です。 

平成１５年度から事業に着手し、平成２２年７月 1 日に国営公園・都立公園（一部を

除く）を同時開園し、約６．７ha（都営公園約６．５ha を含め、総面積約１３．２ha）

を供用しています。年間入園者数について、コロナ禍以前は例年７０万人前後（敷地内

の防災体験学習施設には３０万人前後の年間入館者数）でしたが、コロナ禍以降、令和

3 年度は約２２万人まで減少し、令和７年度は約４６万人（敷地内の防災体験学習施設

には約２５万人の年間入館者数）と回復傾向になっています。 

令和 5 年度には２F 防災学習ゾーンを、令和 6 年度には１F 防災体験ゾーンをリニュ

ーアルしています。 

 

２． 事業概要 

・引き続き防災公園としての公園機能の維持管理及び 

運営を、計画的かつ適切に進めていきます。 

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）白地図を加工して作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

国営公園 

都立公園 

 

【事業予定箇所】 園内全体 

約 6.7ha 

約 6.5ha 

国営東京臨海広域防災公園 



 
 

明治記念大磯邸園（神奈川県中郡大磯町） 
 
 
１．公園概要 

本邸園は、明治期の立憲政治の確立等の歴史や意義を後世に伝えるため、「明治１５
０年」関連施策の一環として、神奈川県及び大磯町との連携の下、旧滄浪閣等の建物群
及び緑地の一体的、有機的な保存・活用を図るために設置することが、平成２９年１１
月に閣議決定され、平成２９年度に事業着手しました。 
令和２年１１月に第１期開園し、令和６年１１月には旧大隈別邸・陸奥別邸跡の邸宅

を暫定公開しました。令和６年１０月には事業期間を令和１０年度まで延伸しました。 
年間入園者数について、令和７年度は約２.２万人の入園があり、第１期開園から延

べ１０万人を超える方にお越しいただきました。 
 

２．事業概要 

  ・令和１０年度までの全面開園を目指し、 

旧滄浪閣・旧ホール棟の改修工事及び庭園施設 

整備等を実施します。 

 
出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）白地図を加工して作成 

 

 

 

   

 

 
 

                   

【事業予定箇所】 

 

開園区域     ：国区域     ：町区域 
                 （令和 8年３月現在） 

旧滄浪閣 
（伊藤博文邸跡・ 

旧李王家別邸） 

西園寺別邸跡 
（旧池田別邸） 

旧大隈別邸 

陸奥別邸跡 

エントランス棟 

邸宅改修工事 

基盤・施設整備 

インフラ整備 

駐車場・アクセス 

階段整備 

明治記念大磯邸園 

旧ホール棟 


